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生活主体者としての養護学校生を求めて
一富大附養「留学」記-
平川毅彦1)
富山大学人間発達科学部附属養護学校で、 2001年2月から2007年2月まで、の6年聞にわたり、参与観
察者として「留学」した地域社会研究者が、そこにいたるまでの経緯と、そこで学んだ経験とを自らの
生活史とを関連付けた。
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1.はじめに
いつも月曜日に、富山大学人間発達科学部附属養
護学校に不審者のごとくあらわれていました平川で
す。考えてみれば、 6年間、毎週月曜日に通わせて
いただいて、たとえば障害児教育の先生方でしたら
ば教育方法の改善にとか、あるいは指導上のことで
ということで、かかわる目的もはっきりしていると
思うわけですが、では、平川は何をしていたのだ
と、ひょっとしたら何かおかしな目論見があるので
はないかと、そんなことを思われていた方も少なく
なかったのではないかと思います。いろいろ縁があ
りまして、平成19年10月からですが、出身地である
新潟市の新潟青陵大学看護福祉心理学部ヘ、社会福
祉原論と障害者福祉論を担当する教員として転任す
ることになりました。
こうして富山大学を去る前に、附属養護学校の先
生方にこのようにお話をさせていただく機会を得ま
したので、この6年聞を振り返りながら自分自身に
一，つのピリオドをうってみたいと思います。本当は、
普段しているように、「月曜日の給食はおいしかっ
た」とか「廊下で誰々とこんな話をした」とかとい
うことだけでもよかったのですが、「講演会」とい
うことになりましたので、ちょっと硬い題名と平川|
が専門としている研究分野による味付けをさせてい
ただきました。とはいえ、現実には、「私は留学を
していたんだ」、「五福のキャンパスからわずか数分
のところにあるこの養護学校に、 6年間留学をさせ
てもらったんだ」、「一番いい勉強をさせてもらった
1 )富山大学人間発達科学部
んだ」と考えておりますので、その留学の経験とい
う内容で、述べさせていただきます。
1. r留学jのきっかけ
さて、まずは留学をすることになるきっかけにつ
いてです。斎藤次郎さんという教育評論家の方がい
らっしゃいます。『子ども本位宣言J(風媒社、 1988
年)などという本を書かれていて、この中にもご存
知の方もいらっしゃるかもしれません。その方が執
筆された本の中で、そうか、平川が毎週養護学校に
通っているのは、こういうことだったのだ、という
ことを改めて確認したものがあります。「気分は小
学生 百石小学校四年竹組留学記一J(岩波書庖、
1997年)という本で、「子どものことを知りたかっ
たら子どもに聞け」ということで、教育評論家の斎
藤次郎さんは週に l回ぐらい、青森県の小学校に通
いまして、小学生と同じ授業を受けて、同じクラブ
活動をして、同じ給食を食べて、 1年間通って、で
はというようなことをまとめたものが、この『気分
は小学生』という本です。ここから私は発想をいた
だいたんです。彼がその中で、こんなことを書いて
います。「心の中で子どもとおとなとが激しくせめ
ぎあうのにたじろぎながら、そのせめぎ合いを自己
のありようとして、マジで引き受けようとした一年
で、あった。ぼくは、子どもの固に送りこまれたスパ
イでもないし、子どもの利益を代弁する子どもの国
の大使でもなかったのであるJ(p. 6)、と言う結論
を出しています。この「子ども」というところを、
「養護学校に在籍する障害のある児童・生徒さんた
ち」と置き換えていただければ結構ですし、それか
らこの 11年」というのを 16年」というように置
『
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き換えれば、かかわってきたことがほぼ、言えるので
はないかと思います。
最初の頃は、メモ帳を持ってメモをしていくとい
うようなことをやろうと思っていたのですが、途中
から、これはやりきれないということに気がついて、
自分は教育方法などを学んでいるのではなくて、彼
ら/彼女らを通して学校という場でその教育という
ことも含めた生活のあらゆる部分に関して教えても
らおうと、それが今日の題自にもある「生活主体者
としての養護学校生を求めて」ということなのです。
後からも出てきますが、もちろん障害児教育を専門
とされている先生方は普段、さまざまな全体の生徒
さんを見ておられるので分かりきったことで、そし
て一番プロ中のプロである教育方法を、ということ
で、研究授業のことに一番力が入るのは非常によく
分かることなのですが、私にとっては、実はそれ以
外の部分、あるいはそれを含めて全体の部分を見せ
ていただきたかった。これが今日の主題である「生
活主体者」、学習する主体ではなくて、「学習する主
体を含めた上でのひっくるめた生活主体者」として
の養護学校生から教えてもらおう、あるいは彼らと
同じようにイスを並べて、同じように授業を受けて
みたらどんな風に見えるのだろうか、それを学びた
いというのが出発点であり、そして本日、このよう
に無理やりゴールを設定したのですが、目的だ、った
のだなということを改めて感じています。そういう
点でこの斎藤次郎さんの『気分は小学生』と同じよ
うに、平川自身を気分は養護学校の児童・生徒とし
て、乙の中に紛れ込んで、そして同じように見るこ
とが出来たらな、ということを感じさせてもらった
ことだった、ということをまず理解してもらえたら
と思います。決して、子どもの固に送り込まれたス
パイで、先生方が何かおかしなことをしているので
はないかとか、教育実習に行っている学生たちがと
んでもないことをしているのではないかとか(まあ
現実には社会科教育の学生が大変なご迷惑をおかけ
して校長室にまで呼び出されたなどという課題を残
したこともございますけれども)、そういうもの全
部含めて、僕自身ドギマギしながら、あるいは緊張
しながら、あるいはどうしたらいいんだろうという
ことを考えながら、ほとんどメモを取ることも無く、
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自分の体で感じて、自分の中で非常に混迷している
ものを6年間感じ、そしてそれが自分にとって最高
に良い勉強だったなと、ああ、留学してよかったな
あというものが結論になるわけです。
さて、話を振り返って、そこにいたるまでの平川
自身の生活の歴史、つまり生活史とも関わらせなが
ら話をしてみようと思います。平川はいったい何を
企んでいたのか。日曜日の朝、小学生の息子と一緒
に見ている番組に登場する、地球征服を企んでいる
悪者のようなことを考えているわけではないので
す。自分自身の中でたとえば知的障害のある生徒さ
んたちを平川がどう捉えていたのだろうか、あるい
はなぜ富山大学に着任したときに、附属養護に通わ
せてもらうようになったのか、そこのところをまず
少し話させてください。
平川は隣の県にある新潟大学附属小・中学校の
児童・生徒でした。そして、附属小学校に通って
いた頃に、ちょうどこことよく似ているのですが、
グラウンドを挟んで北側に北校舎という位置づけが
ありました。そしてその北校舎と呼ばれているとこ
ろに、知的障害のある生徒さんたちが勉強していま
した。今でも非常に言葉が悪くて自分自身の心の中
にご、つごつしたものを感じるのですが、たとえば成
績が悪いと附属の生徒たちは「お前なんか北校舎に
行け」とか、あるいは本当に口の悪い先生は、「北
校舎に行ったほうがよかったんだ」なんていうよう
な言い方を平気でされていました。自分自身を振り
返ってみるときに、あれ、おかしいな、どうして入
学式と卒業式のときにハンディキャッブρを持った人
たちと一緒だったのだろう、そして中学の卒業式の
ときには、どうして「こちらの人(北校舎の生徒)
たちは、これから仕事につきますよ」というような
話を校長先生がしていたのだろう、自分自身のなか
でどうもすっきりしない部分があったんです。それ
で、もう一度振り返ってみますと、年齢がパレてし
まいますが、先月の末に40代最後の誕生日を迎えて
しまった平川は、昭和39年に新潟の附属小学校に入
学しているのです。そして改めて新潟大学の附属の
ホームページを見ますと、昭和38年に附属小学校に
特殊学級が設置されている。それから私は昭和48年
に附属中学校在卒業しているのですが、昭和40年に
附属中に特殊学級が設置されているんです。そして
新潟大学の附属に養護学校が設置されたのは昭和52
年のことなのです。そうすると振り返ってみると、
どうして入学式、卒業式のときに知的障害のある人
たちが一緒に入学式や卒業式をやっていたのだろ
う、あるいはそれを含めて、なんで l人の校長先生
が話をしていたのだろうということが自分のなかで
やっとすっきりしてきたわけです。そしてそのとき
に、たとえばいつも、南校舎の側から、体育の時聞
に、北校舎の生徒たちは何をしているのだろう、あ
るいは北校舎の側で、何をやっているのだろう、なん
ていうことが自分の中にずっと残っていまして、で
は、反対に北校舎からは何が見えるのかな、という
ことが私自身の中でひとつ大きな課題になっていた
のです。もちろん、こうした経験によって、ハンディ
キャップのある人たちの考え方に目覚めて、なんて
いうふうにいくとよいのですが、そこにはまだ先に
話があります。ひとつ、まあ、南校舎から見た北校
舎、そして「北校舎」という響きの中に、自分自身
の心の中にご、つご、つしていたものを持っていたのだ
な、という生活史があるということをご理解してい
ただければと思います。
南校舎の側から、懸命に勉強したわけではなくて、
見事に公立高校を落っこちまして、すべり止めの私
立高校に行くことになりましたが、その中で、社会
学を勉強したいな、という思いを抱き、幸いそうし
た道に進むことができました。しかし、その社会学
という学問の対象には、しばらくは、障害のある人
たちがかかわっていませんでした。社会学研究者と
して、北海道大学に進みまして、それで北海道でさ
まざまなフィールドで学びました。たとえば、町内
会あるいは、町内会を中心として人々がどういう生
活をしているのか、またはそこでなされる意思決定、
あるいはそこで選出される市議会議員といったもの
がどのように関わっているのか、そのフィールドの
中に入って、現場中心に聞き取り調査をしてきまし
た。こうやって、「そうか町内会とはこういうもの
か」、「地域社会での人々の考え方を市議会に持って
いく、あるいは、市役所の各係に意見を反映するに
はこういう仕組みがあるのだなあ」ということを一
番現場の直の部分の人たちから話を聞くという仕事
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をして、ああ、フィールドワークって面白いな、と
いう経験をしてきたわけです。
ただ、今思い出すと、そのときは、まだ、ハンディ
キャッブρがあったり、あるいは高齢者になって自己
決定が難しくなったりするような、健常者以外の
人々は、私の地域社会研究の対象に入っていなかっ
たのです。健康で、パリパリ働いていて、自分で物事
を決めるという人でしか、あるいは私が学んでいる
社会学研究でメインとされているものの中には、そ
ういう人々しか、「地域社会で生活していなかった」
のです。したがって自分が研究する中にも、ハン
ディキャップのある人というのは、施設に入ってい
るのだろうな、あるいは、家から出ないのだろうな、
というイメージしか持っていなかったのです。した
がって、先述のような、「北校舎の人たちは何をし
ていたのかな」などという思いも省みることなく社
会学研究者としての第一歩のところまで来ていたの
です。
ところがいろいろありまして、北大で助手として
就職はできたのですが期限は3年。その後が見えな
い。出す願書は全部返されてきて、 23連敗しまし
た。そして24つ目の、自分でも出したことすら忘れ
ていたような大学から採用通知が初めて来ました。
そのときは、どこでもいいからとにかく採用しても
らえればという気持ちでして、なぜならもう実は大
学院生時代に結婚していて、奥さんに食べさせても
らう生活を経験していました。ですからとにかく、
就職しなければということで、「来ませんか」とい
うような話があったところは、愛知県立大学の社会
福祉学科でした。そこでチャンスをいただき、初め
て専任教員という仕事をいただくわけです。そして
実際に、その社会福祉学科というところで社会学を
教えることになるのですが、現場実習指導というの
があって、社会福祉士の資格を取るためには4週間、
施設で実習をしなければならないのです。それで私
も学生の実習先である障害者施設であるとか、老人
ホームというところに現場実習指導に行くことにな
りました。
そうして福祉の現場に行ってみる、あるいは学生
と話をする、そうこうするうちに、自分の研究の中
に、ハンデ、ィキャッフ。のある人が含まれていなかっ
た、地域社会を研究対象としているはずなのに、そ
の地域社会の中にハンデ、イキャップのある人がいる
ことを考えていなかった。そういうわけで、次に「重
度身体障害者から学んだ地域生活と養護学校、そし
て彼、彼女らとの約束」というところに落ち着くの
です。
気がつくと平川はもう30歳を超えていました。
もっと早くから気づいて勉強できていたのならいろ
いろと気づいたのでしょうけど、回り道が得意です
から。それではいうことで、いろいろな人びとにあ
たってみました。特に、愛知県で学生に指導してい
た時のことですが、名古屋市に、車椅子に乗ってい
るとても面白いおじさんがいまして、施設を飛び出
るあるいは、施設から札付きの不良といわれていて、
「リハビリなんかするよりもマージャンパイを持っ
ているほうがよっぽどリハビ、りになるよ、へんなこ
とをやるよりもよっぽどいいんだ」、なんていうこ
とを言う人なのですが、その人が地域で、非常に面
白い生活をしている。この方は、 15歳のときに、海
に飛び込んで、首から下がほとんど麻揮してしまっ
た男性だったんです。
けれど彼が自分の生活を組み立ていく、そして地
域で生活していくということは自分でどういうふう
にしていくことなのか、あるいは何がしたいのかと
いうことをはっきりさせる、それによって何が問題
なのか、たとえば、行政が動かないのか、親が文句
を言うのか、あるいは彼自身の心の中に「障害者だ
から」という発想があるのか、ということを教えて
もらう。やがて彼から紹介してもらい、さらにもっ
と重い障害のある人に、インタピ、ュー調査をさせて
もらえないだろうかということで、彼の紹介を受け
て、愛知県の岡崎市と春日井市で生活をしている人
びとに、さまざまなインタビュー調査を続けました
(この調査に関しては、 n福祉コミュニティ」と地
域社会」という題目で世界思想社から本を出してい
ますので、ぜひ購入したうえで読んでいただけると
幸いです)。
それで、今まで自分自身の「地域社会」の中に、
これほどまで、に「障害者は入っていなかったんだ」、
ということを実感したのです。出生のときに仮死状
態で生まれて、脳に損傷があったために、手足が不
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自由になった脳性麻揮の男性、あるいは、小さいと
きのポリオ(小児麻痔)ウイルス感染の後遺症で腰
から下が不自由で、小学校に入りたかったのだけれ
ども、当時は、就学免除という形で、自宅生活を強
いられてきた女性、あるいは、体操の選手で段違い
平行棒で国体まで出たような人ですが練習の途中で
腰の怪我をしてしまい車椅子生活になった、しかし
好きな人と結婚して、子どもを2人産んでいる本当
に魅力的な女性、といったさまざまな人々と話をし
ているときに、彼ら/彼女らがさまざまな生き方を
していていいのだ、そしてそういう地域社会、ある
いは社会の在り方を考えていかなければならないの
だな、ということをひしひしと感じさせられました。
その中でも、特に小さい頃から障害があり、そして
学校生活あるいは地域生活というものがまったく平
川が経験してきたものと違う生活在している人々の
生活を聞いたときに、「ああ、そうか、あそこに北
校舎というのがあったよな」と思い返したのです。
では、養護学校とは何をしているのだろうと思い、
話を聞き、インタビュー調査をして、そして教えて
もらう。するとクラスの編成自体が違う。学校、地
域社会というように考えても、自分の頭の中で描い
ていたものと、重度の障害のある人の頭の中で描い
ているものとが、違うことに気付いたのです。一番
分かりやすいのは、障害がなければ、近所の学校に
行って、近所の友達と遊んで、帰ってくる。大体近所
の小学校区というのが彼ら彼女らの地域社会になる
わけです。ところがハンディキャップがあり、近所
の学校に通えないとなると、近所の友達と別れて、
そして家から遠く離れた養護学校に通って、あるい
は、寄宿舎生活をしながら親元から引き離された形
で、学校生活を送る。そして学校生活という姿とい
うものも、ず、いぶん違ったものになってくる。生ま
れた家を中心として小学校、中学校、近所の友達と
一緒にいるという地域社会の姿、それから知能ある
いはイ本にハンデ、イキャッフがあるということで、地
域の学校の友達という身近なところから引き離され
て生活をしていく彼ら/彼女らにとって、「地域社
会」とか「学校」という姿がまったく違う、という
ことを感じざるを得なかったのです。
中には、中学の途中まで寮生活をしていたけれど
も、発達に伴つである程度歩けるようになったから、
親元から通うようになった。そうすると通学の途中
で道草をするようになり、それがすごく楽しかった
んだ、というようなことを教えてくれる友達も出て
くるのです。健常者しかいない地域社会研究から、
重度身体障害者の彼ら/彼女らから学んだ地域社会
あるいは地域生活、そして養護学校の在り方を教え
てもらったときに、非常にボクはショックだ、ったの
です。そして、彼ら/彼女らとの約束で、もし養護
学校を見る機会があったら、ぜひそちらで勉強して
みたいな、あるいはその養護学校の中で、どんな生
活をしているのかぜひ見せてもらい、その宿題老、
またみんなに返すからね、という約束が、現実問題
として僕自身が「社会福祉」という世界に入り込ん
でしまったきっかけでもあるのです。
そして、縁がありまして2000年秋に富山大学の教
育学部に参りました。ちょうど、芝垣先生が翌年度
から附属養護の校長になられるというときでして、
たまたま、着任した教員の歓迎コンパでそういう話
をしておりましたら、芝垣先生が校長先生になるた
め、附属養護学校の研究会の助言教員が一人足りな
くなるので手伝ってもらえないかという話でした。
なかなか自分自身ではやはりどうしても中学生のこ
ろの「北校舎」という印象がやっぱり心の中にあり
ましたので、このような機会でもなければ、じゃあ
自分からまったく何もなしで北校舎に乗り込んでい
けるかと言うと、その勇気は正直なかったわけです。
ある対象に入って、いてもいなくてもどうでもいい
ような存在になるまで馴染んで、そこで生起する様
を観察していくことを社会学の用語で「参与観察」
といいますが、このようにして北校舎の扉が聞かれ
「養護学校留学」が実現しました。
m.逆ゴールバスケッ卜/逆ゴールサッ力ーの衝撃
登校初日からびっくりしました。まず生徒の数
が少ない、そして先生の数が多い。それから、授
業の姿が全然違っている。最初、高等部の生徒の助
言教員になってくれということで言われました。高
等部ではそのときたまたま「逆ゴールバスケット」
というのをやっていたのです。私は、研究授業の助
言者として、高等部の生徒さんたちとかかわるよう
になったのですが、逆ゴールバスケットを見せても
らったときに、こんなタイプの授業があるんだ、
こんなふうにやっているんだ、ということにぼく
はショックを受けたんです。ゴールがまず逆向きに
なっている。そしてシュートをする人聞は、そのチー
ムの中で一番障害が重い人聞がポイントゲ、ツターに
なっている。
社会学の教科書には必ず出てくるのですが、 G.H.
ミードという社会学者が提唱する自我論の中で、そ
ういうスポーツチームのたとえをしているのです
が、キャッチボールをするだけではなくて、チーム
の中にいてそして子どもが成長していくと、チーム
の中での自分が、そして他のメンバーからみた自分
という姿がでできて、それが社会生活の中の重要な
ポイントになるんだよ、というようなことが、社会
学の概論の中に出てきます。もうそれが自の前で展
関されているのです。社会における自分の位置を学
ぶチーム競技として、しかもその障害の程度に応じ
てポジションが決まっていくのを見て、なんですご
いことをしているんだろう、最も障害の重い生徒か
ポイントゲ、ッターになる、ということがとても驚き
だ、ったんです。
ここで、平川が撮影したビデオを見てください。
懐かしい人が何人か映っているかと思いますが、
平川が、どのように見ていたのかを感じていただけ
ればいいと思います。黒板のほうに着目していきま
す。そしてまず「黒板のメンバーの姿をみて、役
割を知って、となりを知って、練習やゲームをす
る」なんていうことでも、頭の中では社会学習をし
ているのです。そしてシュート、うまくできたらほ
められるという姿がここに出来上がっている。ご覧
になっている光景はありふれたものかもしれません
が、こういうところに、平川は、「こういう社会学
があるんだ」、「こういう姿があるんだ」という感動
に打ち震えながらビデオを回していたのです。
メンバーがみなさん若いなあと思われた先生もい
らっしゃるかもしれませんが、こうみると、単に体
育の授業をしているだけではなくて、この中に社会
が形成されている、そしてそこに、どうしてハンデ、イ
キャップがあるのか、ということを感じながら、平
川は試合を観戦させてもらうわけです (2005年1月
? ?『
?
24日撮影)。
こうして逆ゴールバスケットを見せてもらって、
体育の授業は、自分自身苦手だったので、つらい思
いばかりしていたのですが、こんな姿があるのか、
あるいは社会学で学んだ教科書の実践が目の前にあ
る、そして自分自身の中に健常者しかいなかった社
会学の見方が、ハンデ、イキャップのある人の社会学
という見方に変わってきた、その瞬間だったわけで
す。いつも体育の時間、体育館の地べたにあぐらを
かいて、変なところから見ているおっさんがいると
思われていたかもしれませんが、そのとき私が何を
見ていたかということを感じていただければと思い
ます。
今度は「逆ゴールサッカー」です (2004年9月13
日撮影)。最初から、逆向きのゴールと、そこから
床にテープで引かれたラインとその形をす、っと見て
いるんですね。「そうかこうなっていたのか」、なん
て思いながら。作られた先生がたは、本当にご苦労
があったのだろうな、そうか、この幅がいいのだろ
うな、などと思って見ておりました。
そうだよな、ゴールを決めたらほめられるよな、
でもここで作戦会議している時に、どうしてN君は
ゴールの練習をしているのだろう、なんてことも非
常に気になりながらこのアングルで撮影しているわ
けです。指導される先生方にはありふれた光景かも
しれませんが、平川にとってはこういう光景ひとつ
ひとつが衝撃的で、いろいろと勉強で、きてよかった
なと感じる瞬間でもあります。
今度は、もう一人ゴール練習をしているHさんの
ほうに行きます。彼女は一番大切なことを任される
んだよな。いわゆるスポーツ教育だったなら、彼女
はチームの仲間にも入れてもらえないかもしれな
い、でもそういう人が、勝負の中で一番大切な部分
を任されている。みんなの期待を受けて、そしてみ
んなの期待に沿った部分に、ああすごいなと拍手を
もらえる、そんな感じで見ていました。
次に試合の風景なのですが、このTA君とTU君と
いう 2人が、もうライバル感むき出しで、まるでケ
ンカに近い状態までになって、でもお互いを認め
合っているという点ですごく楽しかったのですが、
もうひとつ、ゴールのところにいるHさんに着目し
?? ?
ていただければと思います。本当をいうとここでピ
デ、オを撮っていたことが自分の中で苦しかった部分
でもあるのです。彼女が、つまり一番ハンデ、イキャッ
プが重い人が一番期待されるんだよな、と思いなが
ら、でもいざ試合を始めてみるとなかなかゴールが
決められるわけではない。
そのとき、日さんは何を感じているのかな、なん
てことを思いながら撮影していたわけです。彼女、
つい手を使ってしまうのですね。さっきの練習のと
ころであれば、手を使うのがどうしていけないん
だ、というところでもあるんですね。 N君のシュー
ト。こういうふうにスパッと決まると、とてもいい
のですが、もう片方のHさんのほうがとても気にな
るんですね。手を使ってボールの向きを変えた上で
シュートをしようとする。でも、それは反則という
ことで、審判にボールを取り上げられてしまう。 H
さん、すねてしまって。でも同級生でもあるSさん
が手を引いて連れて来る。少しず、つ機嫌が直ってい
るように見える。本当のところは分かりませんが、
こういう光景に接すると、撮影している方も少し気
持ちが落ち着きます。
ビデオを回してみて平川がどのようなことを見て
感じていたのかということを感じていただければと
思います。研究授業ときに非常に衝撃を受けて、私
は改めて見直してみたところ、自分自身の見方も変
わってきているかな、という気もします。
IV. r裏授業Jの楽しさ
6年間のうちの最初の2年ぐらいは、まんべんな
く毎週月曜日の午前中に、来校して見ていました。
まず小学部の体育、次が中学部の音楽、給食前に高
等部で情報といったように、発達段階ごとに見せて
もらっていました。ところが、どうもなんとなく高
等部に行くと、力負けするというか、そんな気分を
感じるようになりました。そして今度は小学部に行
くと、かわいらしさが先行してしまって、「生活」
が見えないのです。たとえば、保護者とどういうか
かわりをf寺っているかとか、クラスメートとどうい
うかかわりをしているのかが、よく見えないのです。
そういうことを考えながら、いつの間にか中学部ば
かりを見せてもらうことになっていました。
ところで、いつも授業に参加させていただきなが
ら研究授業等のときには理由をつけて欠席するよう
になりました。なんで研究授業のときに平川がいな
いのかというと、どうも私、「裏授業」の面白さを
分かつてしまって研究授業をサボってしまう癖がつ
いたのですね。たとえば中 lで研究授業をやるとき
に、他の中2、中3の生徒は、生活訓糠室で遊んで
いるに近いことをやっているわけです。でもそこで
のかかわり合いがとても楽しいんですね。研究授業
よりも、どうも裏授業のほうが生き活きしている、
あるいは生き活きしているように見えてしまうので
す。研究授業をしているのとは他のクラスで、やって
いる授業のほうが、肩の力が抜けていて、生徒さん
たちの姿がよく見えてくるのです。いつのまにか、
この裏授業の面白さにかまけて、研究授業あるいは
研究会をサボってしまう、そういう性質の悪い平川
が出来上がってきたわけです。
生活訓練室で、例によっていつものようにあぐら
をかいていると、前触れも無く後ろからパンチを食
らわしてくる生徒がいて、それに思わずやり返して
しまって、それでお互いに顔を見合わせながら笑っ
てしまう。そうかこの関係なんだな、という楽しみ
がある。でも、ふと思ったら、さらに、 M君がエス
カレートしてしまい、とてもこちらの勝ち目がなく
なる、でもそれってとてもいい気分だよな、そんな
快感を味わう。そうした快感を味わえる裏授業の面
白さがあります。
それから、今度の金曜日、卒業式ですが、こうい
う機会では、私は来賓という扱い老されてしまいま
す。仕方の無いことだと思っているのですが、実に
居心地が悪いのです。たまたま何かのときに来賓用
の弁当の数が足りなくて、「すいません、給食の焼
きそばでもいいですか」、と言われました。そちら
のほうが平川にとってはるかに美味しかったのです
ね。特別なものよりも生徒さんたちの給食を一緒に
食べているほうが、平川にとって、とても楽しくて、
そしてそのときにみんなの姿を見ながら食べるほう
がはるかにうれしかった。それから授業中よりも休
憩時間のほうが楽しい。もうかなり前のことになり
ますが、いじめを加えるような暴力的なことをやる
ような生徒がいたのですが、気がつくと高等部の体
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格のいい生徒が、首根っこを捕まえて、「そんなこ
とをするなー」なんていうふうにやっていた。なん
かこう、ドラえもんに出てくるジャイアンのようで
すごく怖かったのですが、やっていることは逆だよ
なということで、ひそかにボクは彼のことを「逆ジャ
イアン」と呼んでいました。見かけは怖いがとても
素敵な人間だ、という意味です。彼ら/彼女たちの
かかわりあい方、そして小・中・高と異年代の人聞
が長い間にかかわりあっていく、確かに、教室の中
では学ぶ主体だけども、学ぶことも含めて、友達関
係、あるいは食べること、遊ぶこと、その他さまざ
まなことを含めて、生活主体者としての姿をようや
く見ることができるようになったかな、あるいは生
活主体者としての姿を見てしまったら、そこからは
抜け出せないなということが、この裏授業の楽しさ
に結びついていったというわけです。
もちろん、先生方は、研究授業にさまざまな準
備をされていますし、出席される先生方も参加さ
れる先生方ももちろんそちらかメインなのですが、
平川としては、障害児教育の専門でもありませんの
で、ついこの裏授業のほうにのめりこんでしまいま
した。やはりこの、学ぶ主体をみるだけではなく、
それを含めた生活主体者からみるようになり、それ
が分かつてしまったときに、肩肘張った研究授業で
はなく、それよりも研究授業がで、きあがっていくま
でのプロセスのほうが楽しいと感じてしまうのです
ね。卒業式も、その練習プロセスのほうが楽しい。
つい、進行が遅れて、カッカしている先生と、それ
を見てニヤッとしている生徒を見ると、ボクは快感
に打ち震えてしまうわけですね。ああ、こういう関
係こそ、いい関係なのだよな、と。うまく式が進行
して涙、涙だったり、あるいはピシッとできあがっ
ていくものではなくて、その裏授業の姿はまさに生
活主体者の姿にぴったりと結びついていて、もう逃
れられなくなってしまったな、というのが一番大き
な要素なのです。
v.生活の場としての養護学校、
学びの場としての地域社会
そろそろまとめに入ります。「生活の場としての
養護学校」、「学びの場としての地域社会」などとい
う、あえて挑発的な題名を出させてもらいました。
参与観察中は、メモはとっていないのですが、メモ
老とらなかったのは、それが無くとも、各先生たち
が各生徒さんたちとかかわっていく中で、しっかり
と私の頭の中に残っていく言葉があったからなので
す。その中でもたとえば、「できないことができる
ようになるのが学校なんだよムとおっしゃってい
る先生がおられて、うーん、そうなんだよな、そう
なんだけれども、たとえばさっき見てきたような逆
ゴ、ールサッカーの中で、確かにサッカーで、シュート
をできるようになる練習なんだけど、全体のゲーム
の涜れを見て、自分のポジションの中で、みんなか
らほめてもらえるようなことができない人がやはり
いるのではないかな、なんて考えてしまう。
参与観察を始めだした当初は、ハンデ、イキャップ
のある人が多くの役割を与えられ、ちょっと役割を
替えることでみんなから期待される、そうだ、社会
の仕組みはもしかすると、こうしたことができれば、
みんなにとって非常に生きやすい社会になるのでは
ないかな、などと非常に簡単に考えた覚えがありま
す。ですが必ずしもできない乙とをできるようにな
るということなど、すべての人たちには可能ではな
いかもしれないし、もっと違う要素がひょっとする
とこの養護学校の中にはあるのではないかな、と
ず、っと感じておりました。そして、その中の一つに、
「安心してパニックを起こすことのできる場所とし
ての養護学校」ということがあると思います。最初、
パニックを起こした生徒さんを見て非常にびっくり
しました。先生方に抱えられ、静かなところに連れ
て行かれるときに、「うわあ」と思ったのは本音で
す。でも、これだって町の中でパニックを起こした
ら、彼ら/彼女らは普通に扱ってもらえないかもし
れない、でも養護学校の中ならばみんながその状態
をわかっているから、この人ならこうやってここに
いて諭してあげればいいんだな、ということができ
る。最近、ある精神障害者のグ、ルーフ。ホームの人た
ちが、「安心して絶望できる場所」、という言い方を
していました。絶望しでもなんとか生きていけるん
だ、それと同じように、パニックを起こしても生き
ていけるんだ。そんなことが安心してパニックを起
こすことができる、あるいはパニックを起こしても
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いいんだよ、あるいはそれを起こしでもあなたの体
や評価に対して、何のマイナスも起きないんだよ、
というもすごい場所ではないのかというようなこと
を感じています。もちろん、パニックを起こさなけ
ればそれに越したことはないのですが、安心してパ
ニックを起こすことができる状態があれば、結果的
にはパニックを起こす回数が減ってくるのではない
かというように感じています。そして、その中で、
生活主体者として養護学校の生徒を、なるほどでき
ないことができるようになるということが学校のメ
インかも知れないけれども、友達づきあいができる、
あるいは、逆ジャイアンがいて下級生をいじめると
首根っこをつかんで、「そんなことをするな」とい
うような生徒がいる、あるいは普段偉そうな態度を
とっているのに実はプールの授業になると水が怖く
て、まったく入れないという姿がある。そうしたポ
イントポイントの姿を見せてもらったときに、自分
の中に、たとえば、「教えられる存在」とか「何か
に導かれる存在」ではなくて、「生きていく存在」
としての彼らが少しず、つ入ってきた。あるいはこう
して6年間、生活主体者としての養護学校生として
彼ら/彼女らを見る中で、教えてもらってきた。そ
ういう意味では、一番平川が賛沢をさせてもらって
きたな、と言う感じをしております。
そして小学部でも高等部で、もなくて、観察の対象
が、中学部の生徒だったのは、さきほども言いまし
たように、小学部に行くと、ついかわいらしさが見
えてしまい、生活が見えなくなってしまう、逆に高
等部ではにくたらしくて力負けしそうだ、ったわけで
す。でもここ 3年聞はずっと中学部だけ見せていた
だいているのですが、 l年生のときにかわいい存在
であった生徒さんたちが3年間で大人になってい
く、しかも大人になっていくだけではなくて、こと
ばで勘違いされたら大変申し訳ないのですが、「障
害を持っている大人になっていく」というプロセス
を見せてもらっている。それは先生や他の生徒たち
と関わり合いがあるからであり、養護学校という場
で「生活者としての大人」になっていくプロセスを
見せてもらっている。それが中学部のl年生から3
年生までを定点観測のように見せてもらったところ
の大きなポイント、そして中学部を観察させてもら
うことから離れられなくなった理由なのです。
「大人未満だけれども子ども以上」などと書くと
かっこいいのですが、要するに、だ、んだ、んかわいさ
が抜けてきて、でもそれほどにくたらしくなって
いない中学部の生徒さんたちをす、っと見ていくと
きに、こうやって養護学校の諸先生方や友人たちと
の関わりあいの中で、力をつけていることを理解し
ました。もしそうした環境が無かった場合、ちょう
ど私よりももう少し上の年代の人たちにあたります
が、学校に行く機会も与えられず就学猶予という形
で、そして養護学校という存在も無かった時代に、
在宅で20数年間ひきこもっていたような、あるい
は小学校2年生までしか学校に通うことができず、
貸し本屋さんから本を借りて、その本で字を覚えた
よ、あるいは社会の見方を覚えたよ、なんていう人
たちとは違った道順ができていくだろう、そんなこ
とをしっかりと感じさせてもらったという思いがあ
ります。
そして、これももうひとつ、「養護学校生なのに」
ではなく、「養護学校生だからこそ」、という言い方
を用意させてもらいました。研究授業への参加やそ
こでの助言教員という仕事はなるべく避けてさぼっ
ていましたが、あるとき、中学部の「総合」の時聞に、
ついに逃げられなくなってしまいました。カメラを
もって3年生の生徒たちが、町に繰り出してさまざ
まな撮影をしてくる、そしてそれを研究授業で発表
するということを見せてもらったときに、最初は「彼
らは障害があるのにこんなに上手に絵が取れた」と
いう言い方をしていた、つまり裏を返せばいつまで
たっても「養護学校生なのに」、という言い方をし
ていた覚えがあります。「障害を持っているけどこ
れだけのことができたよ」というような見方であれ
ば、いつまで、たっても障害のある人が無い人に追い
ついたり、あるいは一緒に生活をすることは出来な
いだろう。でも、この授業のときに、たとえば、あ
る生徒さんがカメラを持っていくと、インタビュー
を受ける会社の人の受け答えがぜんぜ、ん違ってくる
んです。つい本音が見えたりあるいは違った対応が
見えてくる。そのときに、「ああ、養護学校の生徒
さんなのにうまくできた」、ではなくて、「養護学校
の生徒さんだからこそこんなものができたんだよ」、
あるいは「こういうことができて、すばらしい魅力
があるんだよ」、なんていうことを、この総合の授
業を指導された先生にコメントをさせてもらった覚
えがあります。
なるほど、できないことができるようになるの
が学校だけれども、安心してパニックを起こすこ
とができ、みんな自分のことを知っているよ、そし
て養護学校生だからできるものがあるときに、それ
は生活の場としての養護学校として、大きな特徴が
あるのだろうと思えるのです。残念ながら、現在の
地域社会ではみんなそれほどまでの知り合いになっ
てはいません。よく、生まれてきた地域社会で生活
を、なんていいますけれども、たとえば、養護学校
に通うようになったときに、ほとんどの人たちは、
自分の生まれた地域社会から切り離されて、あるい
は自分とは別のところで生活を強いられているのが
現実です。それを、養護学校をいざ卒業したから、
生まれた地域社会にもどって、そしてまた生活をし
ましょう、といってもそれは簡単にできるものでは
ないと思います。さまざまなことができるようにな
るよ、それはもちろん、当然のこととして、それに
加えて、友達ができる、あるいはいじめをしている
ときにうしろから首根っこを捕まえてくれるような
先輩がいる、あるいは、一緒に頭を抱えてくれるよ
うな先生たちがいる、そしてなぜかわからないけれ
ど、不審者かのごとき平川のような人聞が、毎週月
曜日にやってきて給食を食べて帰る、そんな人たち
が入っていくときにも、養護学校は生活の場として、
とても大きな要素をもっていると感じるのです。そ
して彼ら/彼女らがここで力をつけたときに、養護
学校生だからこそできる学びの場としての地域社会
を作り上げていくことができるのではないか。そし
て、ここに6年間留学していた平川は、地域社会の
研究者としてJ社会福祉原論」や「障害者福祉論」
という授業の担当者として、看護師になろうとする
学生に、保育士になろうとしている人たちに、そし
て社会福祉のソーシャルワーカーとしてプロとなっ
てもらう人たちに、この養護学校の中で学ばせても
らったことを伝えていきたいと思います。そのよう
にしてここでさまざまな生徒さん、先生方、あるい
は保護者からお借りしたものを、直接返すことはで
???
きないにしても、少しずつでもお返しできればなと
思っています。
ところで、そもそも平川が研究者としていったい
なにをやっているのか。ここで充分お伝えすること
が出来ないかもしれないと思い、最新の論文を皆さ
んにお配りしました(平川毅彦「個人の発達・成長
と『福祉のまちづくり』一仙台市における生活圏拡
張運動 (1960年代末~)から学ぶもの J ~富山大
学人間発達科学部紀要」第 l巻第 1号、 2006年、
pp.43-51)o 30年以上前に、仙台の町で、結核ある
いはそれ以外の病気や怪我で下肢が不自由になっ
て、そして長期入院する中で家族関係が、さらに社
会生活全般が崩れていく、そんな人たちが、町の中
で生活するためにどうしたらいいのだろう、という
動きがあったんです。そして福祉の街づくり、日本
の社会で福祉の街づくりといった場合に、その人た
ちの活動が根っこになっているのです。科学研究費
もいただいたので、仙台あるいはそういう人たちが
かかわった東京の町田市、また関係者が生活してお
られる九州の別府市に調査研究に行きまして、日本
ではじめて車椅子で市議会議員になられた方にイン
タビュー調査をしたり、あるいはその当時一緒に活
動していて悲しかったことやつらい思いをしたり、
週末に映画を見に行くときは車椅子用のトイレが無
いため3日前から水分を控えておかないと、なんで
いうような話を聞きながら、福祉の街づくり、それ
は体にハンデ、イキャップがある人だけではなくて、
さまざまなハンデ、イキャップを抱えた人たちにとっ
ても同じように生活ができるような状況ってどうい
うものかな、ということを平川は学ばせてもらいま
した。
菅野鞠子さんというソーシャルワーカーがいます
(1937年生、 2004年没)。昭和30年代にソーシャル
ワーカーになられて、仙台における福祉の街づくり
の中心になった人です。でも理屈をこねるのではな
くて、さまざまな人たちに声をかけて、ネットワー
クを作って、そして、さまざまな人からつらい思い
もさせられる。調査をすすめるなかで彼女に直接お
? ?? ?
会いして話をうかがし1たかったのですが、いざこの
方の存在を知り、ぜひお会いしようと思ったら、す
でに亡くなられていました。残念でなりません。
ただ、彼女のさまざまな経験は、著作として残さ
れています(菅野鞠子『気がつけば それぞれが
それぞれに咲く野原かな一福祉の夜明け前進を願っ
て体当たりで生きた三十八年の記録(つぶやき)~、
2000年、自費出版〉。その中の一節を、これは私自
身の、あるいは養護学校の中で私が勉強させても
らった中でのひとつの結論代わりとして紹介しま
す。官野さん自身は、マザーテレサのことばだといっ
ているのですが、マザーテレサのことばを探しても、
どうしてもこのことばが見当たらないのです。もし
かすると、官野さんが、自分自身のことばとしては、
ちょっと恥ずかしいから、マザーテレサのことばだ
よ、といったのかもしれませんか真偽のほどは定か
ではありません。ともかく、彼女は次のように述べ
ています。「本当に人を助けるときは、まずその人
たちの中に入りなさい。そしてそれらの人々がすべ
てを自分がやったのだと思って自立するとき、それ
が良い援助なのだJ(p. 2)。まず入ってみて、そし
て身体・知的を間わず、どのようなハンデ、イキャッ
プがあっても、生活主体者として自分で組み立てが
できるようになって、気がついたら、ふっと自分で
動いていた、そんなような支援者の一人として、平
川もなれたらいいなと思います。そしてそんな出発
点として、留学させていたただいた附属養護学校の
諸先生方に、そしてなによりも生徒さんたちに、感
謝をしたいと思います。 6年間ありがとうございま
した。
附記
本稿は、平成19年3月6日に、富山大学人開発達
科学部附属養護学校研究部が主催して行った研修会
の折に、著者が行った講演「生活主体者としての養
護学校生を求めて一富大附養「留学」記一」を一部
加筆・修正したものである。
